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乳
山
神
社
夏
越
大
祓
祭 

 
７
月
２７
日
、
乳
山
八
幡
神
社
夏
越
大
祓
祭

が
挙
行
さ
れ
た
。 

日
高
総
代
会
長
、
森
野
祭
典
委
員
長
、
西
村
、

中
尾
各
責
任
総
代
、
戸
町
、
井
上
、
小
金
丸
市

議
、
大
塚
県
議
、
大
家
国
会
議
員
秘
書
な
ど
が

参
加
し
た
。 

 

神
事
は
修
祓
、
大
祓
祝
詞
、
祝
詞
奏
上
へ
と

進
み
、
森
野
祭
典
委
員
長
ほ
か
、
各
責
任
総
代
、

河
端
氏
子
青
年
会
会
長
が
玉
串
奉
奠
を
し
た
。 

宮
司
は
、
茅
の
輪
神
事
の
由
来
に
つ
て
ス
サ

ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
蘇
民
将
来
に
一
宿
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
蘇
民
将
来
は
貧
し
い
身
に
も
か
か
わ

ら
ず
ミ
コ
ト
を
お
泊
め
し
粟
め
し
で
も
て
な
し

た
。
後
日
蘇
民
将
来
の
家
を
訪
れ
た
ミ
コ
ト
は

「
も
し
天
下
に
悪
疫
が
流
行
っ
た
際
に
は
、
茅

で
輪
を
作
り
こ
れ
を
腰
に
つ
け
て
お
け
ば
災
厄

を
逃
れ
る
」
と
教
え
た
と
い
う
故
事
が
発
端
に

な
っ
た
と
語
っ
た
。 

 

祭
典
が
終
わ
る
と
、
宮
司
の
先
導
に
よ
る

茅
の
輪
く
ぐ
り
が
続
い
た
。
こ
れ
は
今
年
半

年
の
厄
を
お
祓
い
し
、
心
身
を
清
め
以
降
半

年
の
無
病
息
災
、
疫
病
退
散
、
家
内
安
全
を

祈
願
す
る
と
い
う
も
の
。
宮
司
の
、
水
無
月

の
な
ご
し
の
祓
を
す
る
人
は
「
ち
と
せ
の
い

の
ち
の
ぶ
と
い
ふ
な
り
祓
え
給
い
清
め
給

え
」
。
蘇
民
将
来
の
祝
詞
が
乳
山
の
森
に
こ

だ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
も
三
々
五
々
、
１
４
４
段
の
石
段

を
苦
と
も
せ
ず
お
参
り
に
来
る
人
々
。
茅
の

輪
を
く
ぐ
り
、
大
祓
人
形
を
も
っ
て
来
て
短

冊
を
手
に
境
内
を
後
に
す
る
姿
が
あ
っ
た
。 

 

三
園
対
抗
尻
相
撲
大
会
は
杉
の
実
保
育

園
、
大
蔵
保
育
園
、
乳
山
幼
稚
園
三
園
の
総

当
た
り
戦
。
熱
戦
の
火
の
粉
に
多
く
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
歓
声
が
こ
だ
ま
し
た
。 

結
果
は
乳
山
幼
稚
園
の
優
勝
、
杉
の
実
保

育
園
準
優
勝
、
大
蔵
保
育
園
３
位
だ
っ
た
。 

茅の輪くぐり 

尻相撲大会 

今年も大いに盛り上がりました！ 

神事(大祓祝詞を奏上) 

祇
園
山
笠
＆
子
ど
も
山
笠 

７
月
５
・
６
日 

子ども山笠 

祇園山笠 

今
年
も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
祇

園
大
祭(

山
笠
西
廻
り)

＆
子
ど
も
山
笠
。

参
加
者
全
員
大
変
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。 
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町
会
長
紹
介 

今
後
の
行
事
予
定 

●
毎
月
第
三
水
曜
日 

 

ふ
れ
あ
い
昼
食
交
流
会 

●
１０
月
１２
日(

日) 
 

乳
山
八
幡
神
社
秋
季
大
祭 

●
１０
月
１５
日(

水) 
 

エ
コ
バ
ス
ツ
ア
ー 

●
１０
月
２６
日(

日) 
 

敬
老
会 

●
１１
月
８
日(

土)

・
９
日(

日) 

ま
つ
り
起
業
祭
２
０
２
５ 

●
１１
月
１５
日(

土)

・
１６
日(

日) 

大
蔵
市
民
セ
ン
タ
ー
文
化
祭 

祝
町
一
丁
目
２
町
会
会
長
の
中
村
勝
彦

８４
歳
で
す
。 

北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
で
生
ま
れ
ま

し
た
が
戦
時
中
で
も
あ
り
大
分
県
の
日
田
市

へ
疎
開
。 

そ
の
後
ボ
タ
山
竪
坑
櫓
で
名
の
あ
る
粕
屋

郡
志
免
町
へ
移
住
し
、
２０
歳
の
時
に
八
幡
製

鉄
所
に
就
職
し
、
ま
た
北
九
州
市
へ
戻
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

町
内
会
長
へ
の
要
請
に
は
高
齢
の
た
め
、

倒
れ
で
も
し
た
ら
皆
に
迷
惑
が
か
か
る
の
で

固
辞
し
て
い
ま
し
た
が
、
再
三
頼
ま
れ
今
ま

で
町
内
の
事
に
関
わ
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で

少
し
は
役
に
立
た
な
け
れ
ば
と
思
い
引
き
受

け
ま
し
た
。 

 

私
の
趣
味
は
週
２
～
３
回
の
テ
ニ
ス
と
囲

碁
で
す
。
そ
し
て
自
転
車
が
好
き
で
、
移
動

は
ど
こ
に
行
く
に
も
自
転
車
で
行
き
ま
す
。 

２０
年
く
ら
い
前
、
日
本
一
周
自
転
車
旅
行

を
し
、
途
中
で
車
に
跳
ね
ら
れ
る
事
故
に
あ

い
ま
し
た
が
、
大
事
に
至
ら
ず
懐
か
し
い
思

い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
町
内
は
坂
道
ば
か
り
で
お
年
寄

り
や
体
の
不
自
由
な
方
の
上
り
下
り
は
大
変

で
す
が
、
声
掛
け
合
い
励
ま
し
あ
っ
て
生
活

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
事
で
す
が
、
ひ
と
月
に
半
分
く
ら
い
ま

だ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
と
う
ま

く
か
み
合
っ
て
い
る
の
か
足
腰
も
ま
だ
丈
夫

な
気
も
す
る
の
で
残
り
の
任
期
も
頑
張
っ
て

い
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

祝
町
一
丁
目
第
２
町
会 

中
村
町
会
長 

納涼まつり 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り 

８
月
１
日
・
２
日
の
両
日
、
区
社
協
は
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
イ
ベ
ン
ト
を
催

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る

人
、
福
祉
教
育
に
興
味
の
あ
る
児
童
な
ど
多

く
の
人
々
が
来
場
し
た
。 

８
月
２３
日 

夕
方
５
時
か
ら
大
蔵
公
園
で
納
涼
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
た
。 

日
頃
大
蔵
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
の
人

出
で
、
老
若
男
女
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
踊
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
。 

 

一
日
目
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
と
バ
ザ
ー
。
二
日
目
は
大
蔵

地
区
か
ら
は
ウ
エ
ル
ク
ラ
ブ
と
お
お
く
ら
っ
子
土
曜
学
級
の
児

童
２３
人
が
参
加
し
、
ミ
ニ
手
話
講
座
と
交
流
、
楽
し
い
折
り

紙
な
ど
の
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ブ
ー
ス
体
験
な
ど
で
楽
し
ん
だ
。 


